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T02a 重元素の空間分布から探る銀河団の進化
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X線で見つかった銀河群のなかには、中心に支配的な銀河がいるだけで、ほかのメンバーがほとんどいないも
のが存在する。我々はこれまでに、このような天体の１つである NGC 1550 のデータを解析し、重元素アバンダ
ンスの空間分布が ∼ 200 kpc まで広がっており、NGC 5044 などの典型的な銀河群と同様のプロファイルを持つ
ことをつきとめた。このことは NGC 1550 が、メンバー銀河の衝突・合体を繰り返して現在の姿になったという
ことを示唆している (2003年秋の年会、T04a)。

今回は、より定量的に研究を進めるため、ニュートン衛星のアーカイブデータから 様々な銀河団ガスの空間分
布を正確に求め、それに重元素アバンダンスをかけることで、重元素の密度プロファイルをつくった。これら重
元素は、もともとは銀河の中で作られ、銀河団ガスの動圧によってはぎ取られたと考えられる。はぎ取りの効率
は、銀河団プラズマの温度、密度、そして銀河の密度分布に比例するので、はぎ取り効率のプロファイルもつく
ることができる。我々は、これら２つのプロファイルを、天体ごとに比較することで、重元素のはぎ取りと空間
分布の関係に迫った。

すると、驚くべきことに、NGC 1550 のように進化が進んでいるとみられる系は、通常の系にくらべて、外側で
はぎ取りの効率が低いにも拘わらず、重元素の量はむしろ多いという結果になった。このことは、かつては NGC
1550 のような天体にも外側にメンバー銀河がいて、重元素のはぎ取りが盛んに行われていたことを表している。


